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副 腎blackadenomaに よ りCushing's

syndromeを 呈 し た1例

岐阜大学医学部泌尿器科学教室(主 任:河 田幸道教授)

西 田 泰 幸,出 口 隆,林 秀 治,栗 山 学

坂 義 人,河 田 幸道

A CASE OF CUSHING'S SYNDROME DUE TO 

     ADRENAL BLACK ADENOMA

Yasuyuki Nishida, Takashi Deguchi, Syuji  Hayashi,

Manabu Kuriyama, Yoshihito Ban and Yukimichi Kawada

From the Department  of Urology, Gifu University School of Medicine

   Functional black adenoma of the adrenal gland is rare, and there are few reports. We report 
a case of functional black adenoma of the adrenal gland associated with Cushing's syndrome. The 
case was in a 59-year-old female, whose chief complaints were weight gain and general fatigue for 
7 years. Cilnical and laboratory findings were characteristic to those of Cushing's syndrome. With 
computed tomography and ultrasonography,  u round tumor about  18  x  12  mm was detected at the 
left suprarenal region. Left adrenalectomy was done and a black tumor, 5.0 g in weight, was 
obtained. Most of the adenoma cells contained numerous pigmented granules which were consider-
ed as lipofuscin. The patient is alive without any symptoms of Cushing's syndrome 8 months after 
the operation. The Japanese literature of the functional black adenoma was also reviewed. 

                                                       (Acta Urol.  kn. 38: 47-50, 1992) 
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緒 言

副腎blackadenomaは,割 面 が そ の 名 の よ う に

黒 あ るい は黒 褐 色 を 呈す る こ とか ら この よ うに 呼 ば れ

てい る且).通 常,多 くは 無機 能 で あ り,内 分 泌 機 能 を

有 す る ものは 稀 で あ る と さ れ て い る1・2)が,今 回 わ れ

わ れ はCushing'ssyndromeを 呈 し た 副 腎black

adenomaの1例 を経 験 した ので,文 献 的 考 察 と と も

に 報告 す る.

症 例

患 者59歳,女 性

主 訴:体 重 増 加,易 疲 労 感

既 往歴:高 血 圧(IO年 前か ら)

家 族歴:特 記 す べ き こと な し

現 病 歴:7年 前 よ り体 重増 加 に 気 づ ぎ(50歳 時5(D

kg→56歳 時66kg),知 人 か ら も 顔 がILく な っ た と指

摘 され た.1986年,健 康診 断 に て 高血 圧(168/110)と

尿 糖 を 指 摘 され た.1989年3月 よ り易疲 労 感,腰 背 部

痛 が 出 現 し,近 医 を 受 診 した が 症 状 不変 のた め,同 年

7月,当 院 第3内 科 に 入院 し,精 査 の結 果,手 術 目的

に て 同年9月 当 科 入 院 と な った.

入 院時 現 症1身 長151cm,体 重 は 食 事,運 動療 法

に よ り,57kgま で 減 少 して い た が,中 心 性 肥 満 を 呈

して い た.軽 度 の高 血 圧(160/100mmHg)お よび,

moonface,buffalohumpを 認 め 右 上腹 部 に 挫 瘡

を認 めた.し か し,多 毛 お よび 皮下 出血 は 認 めず,陰

核 肥 大等 の外 性 器異 常 も見 られ な か った.

一 般 検 査:i血 算 は 正 常 で,白 血 球分 画 で も好 酸球 減

少 を 認 め な か った.肝,腎 機 能 は 正 常範 囲 内で,低 カ

リウ ム血 症 等 の 電 解 質異 常 を 認 め な か った.血 糖 も

FBSが102mg/dlと 正 常 で あ り,尿 検 査 に お い て も

尿 糖陰 性 で あ った.

内分 泌 学 的 検 査:.1.f[ILSc・cortisolは,18.8ng/dLと

高値 を 示 し,cortisolの 日内 変 動 は 消失 してい た,血

漿ACTHは,4.5pg/mlと 低 値 を 示 し,尿 中17-

OHCSは,IO.4mg/dayと 高値,尿 中17-KSは,

2.9mg/dayと 正 常 で あ った.デ キ サ メサ ゾ ン抑 制 試
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Fig.2.MRIThearrowindicatesadrenal

cortlcaltumor。Itisabout18×12mm

indiameterandisborderedclearlyfrom

theleftkidney.

験 で,1,8mgと もに 抑 制 され ず,メ トピ ロ ン試 験 に

反 応 を示 さなか った.

画 像 診 断=腹 部CT(Fig.1),US,MRI(Fig.

2)に よ り,左 副腎 部 に 径18×12mm,辺 縁 平 滑 な 円

形 腫瘤 陰 影 が み られ た.ま た,i3iI-adosterol副 腎 シ

ンチ グ ラ フ ィー では 左 副腎 へ の 集 積 が み ら れ る 一 方

で,左 副腎 へ の 集積 は ほ とん どみ られ なか った.

以 上 よ り,右 副腎腺 腫 に よ るCushing'ssyndro-

meと 診 断 した.

手 術 ・摘 出標 本 所 見:1989年9月18日,腰 部 斜 切 開

に よ り腹 膜後 腔 に 到 達 し,厚 い脂 肪 織 に包 まれ た 母 指

頭 大 の腫 瘍 を 含む 左 副腎 を 摘 出 した.副 腎 は周 囲 組 織

との 癒 着 は な く,腫 瘤 と著 し く萎 縮 した 副腎 正 常 部 と

の境 界 は 明 ら か で あ った.腫 瘤 は,15×10×10mm

で,重 量 は5.Ogで あ った.ま た,そ の 割面 は 黒 色 で

あ った(Fig.3)・

組 織 学 的 所 見:摘 出腫 瘍 の病 理 学 的 診 断 は 良性 腺 腫

で,残 存 副 腎組 織 と は 薄 い 結 合織 に よ って 境 界 を 保

って いた.腺 腫 を 構 成 す る 組 織 型 は2種 類 であ り,

1
、

川川 「「川

二

Fig.3.Macroscopicalappearanceoftheresected

adenomaHomogenousbrownish-black

apPearanceoftumoroncutsurfaceis

seenThcadenomalsclearlybordered

fromnormaladrenalglandwhichis

extremelyatrophic.
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Fig.4.Microscopcalappearanccstainedwith

hematoxylnandeosin.Mostofthe

adenoma'scQmposedofdarkcells,

whichincludemanypigmentedgranules

inthe三rcytoplasms(A).Clearcells

areseeninonlysmallpartofthe

adenoma(B).

HE染 色 に よ って 好 酸 性 胞 体 を 多 く含 むcompact

cellが 腺 腫 の 大 部分 を 占め,明 る い 胞体 を 含 みや や

腫 大 したclearcellが 混 在 して い た(Fig.4).

術後 経 過=術 後 は ス テ ロイ ド補 充 療 法 を 行 い,経 過

良好 で あ った の で 術 後17日 目に退 院 とな った.現 在,

再 発 兆候 な く[fn圧 も124〆88mmHg,体 重55kgと 良

好 に管 理 され て い る.

考 察

一一般 に 内 分 泌 機 能 を 有 す る 副腎b且ackadenoma

の 頻 度 は低 く,Symingtonの1969年 の 報告1)が 最 初
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TableLSummaryof37reportsoffunctiQnal

blackadenomawhichinducedcush-

1臓ぎ$s獅dromどin∫ 盗pan,

年 擁

性
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火 き さ
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最 大

重 量

尿 中!7xs

I)ehydro-epi-

andorosteron
"…亀
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随伴 症 状

34.6dr12.3y.o〈 玉7～59)

男10,女27

右le,驚17

2.4×2.OX1.7crn(平 均)

1.4×1.2×0.7cm

4,8×3.3×2.5cm

9,13=虻5,09《3.3-26.0>

上 舞5,正 常 韮玉

上 昇2,正 常4

上昇2,王 Σ常2

男控化3,高 アルデ ステ"ン 壷症 …

といわ れ て い る.本 邦 で は 諮験 側 を 含 め37例 が 報告 さ

れ て い るに過 ぎ な い2--6,12-22)一そ の要 約 をTablel

に 掲げ た.自 験 例 は,報 告 例 に対 し,多 毛,高 血圧,

紺 糖能 の 異 鴬 な どCu$hing'§syndr◎ 羅¢ に 特 徴的 な

臨 廉所 見 に 乏 しい と思 わ れ た.

C樽 撮曙'ssyfidr◎leに お垂ナる醗 腎線 縫 の 縄 織 嫁,

束 状磨 由 来 のclearcellとc◎mpaCtcellか ら成 弓

立 って い る。CQmpactcellは,clearcd夏 と比 較 す

る と,脂 質 空 胞 は 少 な く,滑 面 小 胞体,ミ トコ ン ドリ

ア,ラ9ソ ゾー ムを 多 く含む.ま た,H£ 染 色 で 聾

酸性 胞体 を 多 く 含 み,胞 体 湾部 に ス テ 嶽 イ ド合 成 の

際 の脂 質代 謝 に おけ る 老 廃 産 物 で あ る リボ フス チ ン

霧犠 を 多 く含む こ とが 囎 ら か に され て い るレ3>.し た

が って,compactc¢Uが きわ め て 多 数 を 雌 め る場 合

に,外 見 上blackadenornaを 呈 す る と い う 見解

が 内外 を 含b一 致 して い る1・3一軌 ま た,副 腎black

adenGma嫁 一 穀 的 に 嫁 通 常 の 副 腎ade齢 醗aと 織 叢

に,束 状 麟 由来 とされ て い る2・3)が,組 織 学 的 に は 網

状謄 のC◎mpactcel!も 類 似 して お り3>,そ のた め 機

能b91こ もaadr◎geR,17-KSが と もに 薦値 を示 す 可

能性 が あ る とされ て い る§・韮麹

醐腎blackaδenomaの 臨 床 的 特 徴 と し て,第 一

1:.臨床 経 過 が長 い こ とが あげ られ る3・6).藤 田6)ら の統

計 では 症 状 発 現 か ら確 簸 診 断 まで3～17年,平 均6.1

年 と し て おil,自 験 例 で も7無 と一 致tて い る.

HOmsbylo)が ロ贔え,た二よ うに,リ ポ フ スチ ン穎 粒 は,盛

ん な ス テ 鷲イ ダ合成 の際 の 鮨 質 代 謝 に よる老 廃 物 で あ

る とす れ ば,上 紀 の よ うな 長 い 経 過 を 通 して,ス テ 戸

イ ド合 成 が 行 わ れ,ひ いて は 多 螢 の リホ フス チ ン顯 粒

が 蓄積 され てcompactcel1が 増 加 し,腫 瘍 が黒 色 調

に変 化 す る沿 で あ ろ う と推 灘 す る こ とで うな ずげ る.

そ の飽,zk谷3},i±4>,西 古13}ら の報 欝 に あ る よ う

に,testosteron,17～KS,dehydoroepiandQrosteron
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(DMEA)の 上 昇,あ るい は 男性 化 を 認 め る例 が あ る

が,そ の よ うな 臨 床 例 は前 述 の よ う に,副 腎black

adenoma勇c◎mpaCtceliカ ～お もξこ挫 ホ ルモ ンを分

泌 す る網状 層 のcompactceilと 組 織 が 近 似 して い る

こ と と合致 す る.し か し,自 験 例 で は男 性 化 は み られ

ず,DHEA,17-KSも 正 常 で あ り,本 邦37例 中 に お

い て も,ア ン ドロゲ ン上 昇,あ るい は 男 性化 を きた し

た 例は7例 に 過 ぎず,blackadenomaを 構 成 す る

crompactcellの 鎗 来 に つ いて は,さ らに研 究 が 必 要

で あ ろ う,ま た,副 腎 癌 に よるCushing'ssyndreme

で は一般 的 症 状 の 他 に,男 性 化,17-KS上 昇 とい っ

た 所見 が み られ るの で,本 症 との病 理 組 織 学 的 鑑別 は

確 実 に な され る必 要が あ ろ う.

結 講

編科で経験 した,53歳 にみ られた副腎biackade-

nomaの1例 を報告す るとともに本疾患の,臨 床的,

病理組織的特徴 を中心に文献 的考察を加えた.

本論 文の要旨な、第 絡6@東 海繕 象器桝学会におも〉て髪表

した.
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